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１ ． は じ め に
鹿 児 島 市 の 市 街 地 は ， わ が 国 の 他 の 主 要 都 市 と 同 様 に そ の 大 半 が 沖 積 平 野 上 に 形 成

さ れ て い る （ 第 １ 図 ） ． 平 野 を 構 成 す る 沖 積 層 に は 周 囲 の シ ラ ス 台 地 か ら 火 山 性 砕 屑
物 が 定 常 的 に 供 給 さ れ て き た た め ， 層 相 は 他 地 域 に 比 べ て 砂 質 で あ り ， か つ 変 化 に 乏
し い と い う 特 徴 が あ る ． 沖 積 層 中 に は さ ら に 桜 島 火 山 や 鬼 界 カ ル デ ラ 等 か ら の テ フ ラ
が 挟 ま れて お り ， そ れ ら の 一 部 は 沖 積 層 を 区 分 す る 際 の 有 効 な 鍵 層 と な っ て い る ．
鹿 児 島 平 野 に お け る 沖 積 層 の 標 準 層 序 を 確 立 す る た め ， １ ９ ９ １ 年 ， 鹿 児 島 大 学 水 産

学 部 構 内 （ 第 １ 図 参 照 ） に て 深 度 ６ ０ ｍ の ボー リ ン グ （ Ｋ Ｕ - １ ） が 行 わ れ た （ 岩 松 ・ 横
田，１９９１）．その後，ボーリングコア中のいくつかの層準から試料が採取され，１４Ｃ
年代が測定された（横田他，１９９１；奥野他，１９９６）．なかでも奥野他（１９９６）は，
加 速 器 質 量 分 析 法 を 用 い て 少 量 の 貝 化 石 （ 貝 殻 片 ） 試 料 か ら 多 く の 年 代 値 を 得 て い る ．
こ れ ら に よ っ て ， 沖 積 層 と 鹿 児 島 平 野 の 形 成 過 程 に 関 し て は ， 時 代 的 に も 詳 細 な 議 論
が可能になりつつある．

２ ． ボ ー リ ン グ コ ア 試 料 （ Ｋ Ｕ - １ ） か ら み た 沖 積 層
測 」 定 さ れ た ‥ Ｃ 年 代 値 は いず れも ボー リ ン グ コ ア 試 料 （ Ｋ Ｕ - １ ） を 対 象 と し た も の

で あ る ． 岩 松 ・ 横 田 （ １ ９ ９ １ ） に よ れ ば ， コ ア は 砂 層 を 主 体 と し ， 一 部 に シル ト 層 ，
砂 磯 層 を 挟 んで い る （ 第 ２ 図 ） ． こ の う ち ， 深 度 ４ ８ ｍ 付 近 に は 厚 さ 約 ｌ ｍ で 黒 色 を 呈
す る 特 徴 的 な 腐 植 質 堆 積 物 （ 古 土 壌 ， ロ ー ム 層 ） が 存 在 す る ． こ れ よ り 上 位 で は 中 粒
砂 が 主 体 で あ る が ， 詳 細 に み る と ， 深 度 ２ ４ ｍ 付 近 を 境 と して 下 位 に い く に つ れて 細 粒
砂ないしシルトが多くなる傾向がある．とくに，３２．９０～４２．９０ｍはほぼ細粒砂とシ
ル ト よ り な り ， 一 部 に は 暗 灰 色 を 呈 す る シ ル ト 層 を 含 ん で い る ． 少 な く と も ４ ｍ ～
４ ３ ｍ ま で は 海 棲 の 貝 化 石 を 頻 繁 に 含 み ， 海 成 堆 積 物 で あ る こ とを 示 して い る ． ま た ，
浅 部 の 砂 層 は 粒 径 が 揃 っ て お り ， 海 浜 砂 に 近 い も の と 推 定 さ れ る ．
深 度 ４ ８ ｍ 付 近 の 腐 植 質 堆 積 物 に 関 して は ， そ の 最 上 位 は 粒 径 で は シル ト に 近 い が，

下 位 に い く に つ れ て 次 第 に 砂 質 に な り ， し か も 黒 色 か ら 薄 い 色 調 に 変 化 し て い る ． こ
の よ う な 層 相 上 の 特 徴 か ら ， こ れ は 陸 上 で 形 成 さ れ た 古 土 壌 （ 腐 植 質 土 壌 ） と 考 え ら
れ （ 岩 松 ・ 横 田 ， １ ９ ９ １ ） ， そ の 後 ， 炭 素 ／ 窒 素 比 （ Ｃ ／ Ｎ 比 ） の 測 定 に よ って 陸 上 植
物起源の有機物を含むことが確認された（奥野他，１９９６）．
古 土 壌 直 上 の 白 色 軽 石 密 集 層 は 下 位 の 古 土 壌 を 明 瞭 な 境 界 で 覆 っ て い る こ と か ら ，

陸上に降下堆積した桜島起源の薩摩テフラと推定されたが（岩松・横田，１９９１），

＊ 鹿 児 島 大 学 理 学 部 地 学 教 室 ， 〒 ８ ９ ０ 鹿 児 島 市 郡 元 １ - ２ １ - ３ ５
＊ ＊ 名 古 屋 大 学 大 学 院 人 間 情 報 学 研 究 科 ， 〒 ４ ６ ４ - ０ １ 名 古 屋 市 千 種 区 不 老 町
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第 １ 図 鹿 児 島 平 野 の 地 形 概 要 と
ボーリング（ＫＵ-１）の位置
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第 ２ 図 ボー リ ン グ （ Ｋ Ｕ - １ ） の 柱 状 図 と
１４Ｃ年代測定試料の採取位置

試料ＳＩと試料ＳＩ-ＨＡは同̶層準
か ら 採 取 さ れ た も の で あ る が，
前 者 は フ ュ ー ミ ン を 対 象 と し た
の に 対 し ， 後 者 は 腐 植 酸 を 対 象
としたものである．



古 土 壌 の 年 代 値 （ 後 述 ） か ら み て も 妥 当 で あ る ． 一 方 ， 古 土 壌 よ り 下 位 の 層 準 で は 貝
化 石 は ほ と ん ど 見 ら れ ず， 安 山 岩 榛 が 頻 繁 に 含 ま れ る よ う に な る ． さ ら に ， 黄 褐 色 を
帯 び ， 砂 ， 礦 ， シ ル ト が 繰 り 返 し て 現 れ る よ う な 層 相 か ら ， 河 川 成 な い し 浅 海 成 の 堆
積物と推定された（岩松・横田，１９９１）．
以 上 の よ う な 層 相 変 化 か ら ， 古 土 壌 よ り 下 位 の 堆 積 物 は ウ ル ム 氷 期 末 期 の 海 面 低 下

期 ま た は そ れ 以 前 で あ る の に 対 し ， 古 土 壌 よ り 上 位 は そ の 後 の 縄 文 海 進 に い た る 間 に
形 成 さ れ た も の と 推 定 さ れ た （ 横 田 他 ， １ ９ ９ １ ） ． し た が っ て ， 沖 積 層 を 一 連 の 海 進
に よ っ て 形 成 さ れ た 堆 積 物 と す る な ら ば ， 上 記 の 古 土 壌 よ り 上 位 の 地 層 が 当 平 野 を 形
成 し た 沖 積 層 と い う こ と に な る ．

３．コア試料の年代測』定結果
̈ Ｃ 年 代 測 定 の 試 料 は ， 第 ２ 図 に 示 すよ う に ， ボ ー リ ン グ ・ コ ア 中 の 古 土 壌 の 他 ，

様 々 な 深 度 の 貝 化 石 （ 貝 殻 片 ） か ら 採 取 さ れ た ． 得 ら れ た 年 代 値 の 一 覧 を 第 １ 表 に 示
す． 測 定 は テ レ ダイ ン 社 に 依 頼 し て 測 定 し た も の が ２ 試 料 ， ま た 名 古 屋 大 学 年 代 測 定
資 料 セ ン タ ー に て 測 定 し た も の が 計 ８ 試 料 で あ る ． 前 者 は 横 田 他 （ １ ９ ９ １ ） に よ って ，
後者は奥野他（１９９６）によって報告されている．

第 １ 表 ボ ー リ ン グ （ Ｋ Ｕ - １ ） の 試 料 か ら 得 ら れ た ｌ ‘ Ｃ 年 代 値

試料
番号 深度（ｍ） 試料

̈ Ｃ 年 代

（ｙｒＢＰ）
補正値
（ｙｒＢＰ） 測定機関（公表文献）

２９ ４．７０-４．８０ 貝化石 ５，３９０士８０ ４，９９０士８０ 名占屋大学（奥野他，１９９６）
２６ ｔ０．８０-１０．９０ 貝化石 ５，６２０士８０ ５，２２０士８０ 名古屋大学（奥野他，１９９６）
２５ １ｚｌ．７０べ５．００ 貝化石 ４，６８０土８０ ４，２８０士８０ 名占屋大学（奥野他，１９９６）
１７ ２４．１５-２４．７０ 貝化石 ８３０士８０ ４３０±８０ 名古屋大学（奥野他，１９９６）
ＹＩ １２９．ｆ５０-３０．５０ 貝化石 ７，２４０士１３０ - テレダイン・ジャパン（横田ｆｔ！！，１９９１）

１２ ３３．ＥＳＯ-３４．００ 貝化石 ９，３５０士８０ ８，９５０土８０ 名古屋大学（参垂四回麿）
Ｓ１ ｚｔ７．７０-４７．７２ 古土壌 １１，８５０土９０ - 名占屋大学（奥野他，１９９６）
ＳＩ一ＨＡ ４７．７０-４７．７２ 古土壌 １１，１７０土８０ - 名古屋大学（奥野他，１９９６）
Ｙ２ ｚｌ＆００-４８．５０ 古土壌 １２，３５０土１８０ - テレダイン・ジャパン（横田他，１９９１）
Ｓ２ ４８．７０-４７．７２ 古土壌 １２，１１０士９０ - 名古屋大学（奥野他，１９９６）
４ ５Ｌ．００-５１．１５ 貝化石 ８，９９０士１００ ８，５９０±１００ 名古屋大学（奥野他，１９９６）
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３ ． １ 深 度 ４ ８ ｍ 付 近 の 古 土 壌 の 測 定 値 と 薩 摩 テ フ ラ

深 度 ４ ８ ｍ 付 近 の 黒 色 古 土 壌 で は 計 ４ つ の 年 代 値 が 得 ら れ て い る ． い ず れ も １ １ ， ０ ０ ０
～ １ ２ ， ５ ０ ０ ｙ ｒ Ｂ Ｐ の 範 囲 で あ る こ と か ら ， 直 上 の 白 色 テ フ ラ が 薩 摩 テ フ ラ で あ る こ と

を 示 唆 し て い る ． 古 土 壌 中 で も 互 い に 約 ｌ ｍ の 深 度 差 で 採 取 さ れ た 試 料 - Ｓ １ ， Ｓ ２ で は ，

明 ら か に 年 代 差 が 認 め ら れ ， こ の こ と か ら ， 古 土 壌 の 形 成 に は 数 １ ０ ０ 年 か ら １ ， ０ ０ ０ 年
近 く 要 し た と 推 定 さ れ る ． ま た ， 薩 摩 テ フ ラ は ， そ れ に 含 ま れ る 炭 化 木 片 の １ ４ Ｃ 年 代

値から，一般に１０，０００～１１，０００ｙｒＢＰとされているが（町田・新井，１９９２），上

記 の 値 か ら ， そ の 降 下 は 古 土 壌 の 形 成 開 始 の 数 １ ０ ０ 年 ～ １ ， ０ ０ ０ 年 後 と い え る （ 奥 野 他 ，

１９９６）．

３ ， ２ 沖 積 層 中 の 貝 化 石 （ 貝 殻 片 ） の 測 定 結 果
貝 化 石 に つ いて は 様 々 な 層 準 で 多 くの 測 定 値 が 得 ら れて い る ． と く に 深 度 ３ ０ ｍ 前 後

の顕著な軽石混じり貝殻密集層では約フ，２４０ｙｒＢＰ（試料-Ｙ２）が得られており，こ
れより上位では４，０００ｙｒＢＰ～５，０００ｙｒＢＰのものが，また下位では８，０００ｙＴＢＰ前
後 の も の が 得 ら れ て い る こ と を 考 慮 す れ ば ， こ れ は ほ ぽ ア カ ホ ヤ テ フ ラ と 判 断 で き る
な お ， 貝 化 石 試 料 の 採 取 深 度 と 年 代 値 は 大 部 分 で は 対 応 し て い る が ， 一 部 に は 矛 盾

す る の が あ り ， こ れ に つ い て は 何 ら か の 理 由 で ２ 次 的 に 移 動 し た も の と さ れ て い る
（奥野他，１９９６）．

４ ． 平 野 の 形 成 過 程
４．１沖積層の形成
深 度 ４ ８ ｍ 付 近 の 古 土 壌 と 直 上 の 薩 摩 テ フ ラ は 層 相 が 特 徴 的 で あ る た め ， 鹿 児 島 平 野

の 他 の ボー リ ン グ 柱 状 図 資 料 で も 多 く 確 認 さ れて い る （ 森 脇 他 ， １ ９ ９ ３ ） ． 同 様 の 鍵
層 で あ る ア カ ホ ヤ テ フ ラ も 含 め て 対 比 す れ ば ， 平 野 地 下 の 沖 積 層 の 分 布 と 構 造 の 概 略
を 得 る こ と が で き る ． 第 ３ ， ４ 図 は こ の よ う に し て 得 ら れ た 当 沖 積 層 の 概 念 図 と 基 底
面等高線図である（横田他，１９９４）．
これによれば，基底面は現在の平野下の大部分で地下４０～５０ｍで広がっており，部

分 的 に は 旧 河 道 を 思 わ せ る チ ャ ネ ル 状 の と こ ろ が あ る ． と く に ， 甲 突 川 沿 い 等 に は 現
在 の 河 道 の 西 方 に チ ャ ネ ル 状 地 形 が 現 れ ， 西 鹿 児 島 駅 付 近 を 南 へ 伸 び て い る ．
多 ． くの ボー リ ン グ 柱 状 図 資 料 を も と に し た 「 鹿 児 島 市 地 盤 図 」 ’ （ 鹿 児 島 市 地 盤 図 編

集 委 員 会 ， １ ９ ９ ５ ） が 最 近 ま と め ら れ た が， 地 盤 特 性 は こう い っ た 基 底 面 の 形 状 とそ
こ で の 層 相 に 大 き く 依 存 し て い る ． ま た ， こ れ で は 薩 摩 テ フ ラ と ア カ ホ ヤ テ フ ラ を と
も に 層 相 の 特 徴 も 含 め て 当 地 域 の 沖 積 層 を 上 部 層 ， 中 部 層 ， 下 部 層 に 区 分 し て い る が
（ 第 ３ 図 ） ， 時 間 的 な 層 相 変 化 は あ る 程 度 は 平 野 全 体 に 及 んで い る よ う で あ る ．

４ ． ２ 沖 積 層 の 堆 積 速 度

第 ５ 図 に 試 料 を 採 取 し た 柱 状 図 上 で の 深 度 と 測 定 年 代 値 の 関 係 を 示 す ． 試 料 - ２ ９
（深度４．７０-４．８０ｍ）と試料-１２（深度３３．８０-３４．００ｍ）をもとにすると，約９，０００

- １ ２ ０ -



シ ラス 台 地

／ ／

沖 積 層 の 基 ａ 面 ‾ ’ ‾ ‾
第 ３ 図 鹿 児 島 平 野 に お け る 沖 積 層 の 地 質 概 念 図

（ 鹿 児 島 市 地 盤 図 編 集 委 員 会 編 ， １ ９ ９ ５ ）

豊本線

シラス（入戸火砕流
唯積勧）の分布範囲

シラス（入戸火砕流
堆積物）の部分

砂磯層（城山層
その他）の郎分

０ １ ｋ ｍ

第 ４ 図 鹿 児 島 平 野 に お け る 沖 積 層
の基底面図（横田他，１９９４）
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ｙｒＢＰ以降の約４，０００年間で約２９ｍ堆積したことになる．これは約７ｍ／１，０００年の速
度 で あ り ， こ の 間 の 堆 積 は 極 め て 急 速 で あ っ た こ と が 分 か る ． 層 相 と 対 応 さ せ れ ば ，
シ ル ト や 細 粒 砂 の 多 い 層 準 か ら 砂 質 へ 変 化 す る 層 準 で あ る の で ， 急 速 な 海 面 上 昇 に も
か か わ ら ず， 埋 め 立 て も 短 期 間 に 行 わ れ た こ と を 示 し て い る ． こ れ は シ ラ ス 台 地 か ら
の 土 砂 供 給 能 力 の 大 き さ を 物 語 って い る ．
縄 文 海 進 に 伴 っ て は 熊 本 平 野 等 ， 九 州 各 地 の 地 域 で は 厚 い シ ル ト 層 が 確 認 さ れ て い

る が （ 長 谷 ・ 岩 内 ， １ ９ ９ ０ ） ， 鹿 児 島 平 野 で こ の よ う な 厚 い シル ト が 形 成 さ れ な か っ
た の は ， シ ラス 斜 面 か ら の 火 山 性 砕 屑 物 が 多 量 に 供 給 さ れて き た か ら と い え よ う ．
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年 代 値 （ ｙ ｒ Ｂ Ｐ ） →

第 ５ 図 ̈ Ｃ 年 代 測 定 値 と 深 度 の 関 係

第 １ 表 の 試 料 の う ち ， 年 代 値 が 深 度 的 に み て 矛 盾 し て
い る と 思 わ れ る 試 料 - ４ ， ０ ， ２ ５ は 省 略 して あ る ．
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文 献
岩 松 暉 ・ 横 田 修 一 郎 （ １ ９ ９ １ ） 桜 島 大 規 模 噴 火 に 伴 う 地 盤 振 動 災 害 の 予 測 図 作 成 ，
平成２年度科学研究費補助金，重点領域研究（２）研究成果報告書，３２ｐ．

長 谷 義 隆 ・ 岩 内 明 子 （ １ ９ ９ ０ ） 熊 本 市 お よ び そ の 周 辺 の 更 新 世 末 ～ 完 新 世 の 植 生 変 遷
「 熊 本 平 野 に お ける 完 新 世 の 古 環 境 変 化 に 関 す る 研 究 」 ， 特 定 研 究 成 果 報 告 書 ，
５５-７０．

５ ． お わ り に
鹿 児 島 平 野 の 沖 積 層 を 貫 く １ つ の ボ ー リ ン グ コ ア 試 料 を 集 中 的 に 年 代 測 定 す る こ と

に よ っ て ， 平 野 を 構 成 す る 沖 積 層 を 層 序 と と も に 形 成 の 時 間 的 変 化 と し て 理 解 で き る
よ う に な っ て き た ． 年 代 値 に 裏 付 け ら れ た 古 土 壌 と 直 上 の 薩 摩 テ フ ラ ， さ ら に ア カ ホ
ヤ テ フ ラ 等 の 鍵 層 は ， 海 進 に 伴 う 堆 積 過 程 に 関 して 貴 重 な 情 報 を 提 供 して い る ． ま た ，
平 野 の 地 盤 特 性 が 形 成 過 程 等 に 大 き く 依 存 す る こ と を 考 え れ ば ， 年 代 測 定 値 は こ う し
た 面 で も 資 す る と こ ろ が 大 き いで あ ろ う ．



鹿 児 島 市 地 盤 図 編 集 委 員 会 編 （ １ り ９ ５ ） 鹿 児 島 市 地 盤 図 ． 鹿 児 島 大 学 地 域 共 同 研 究 セ
ン タ ー ・ （ 社 ） 鹿 児 島 県 地 質 調 査 業 協 会 ， 鹿 児 島 ， １ ３ ２ Ｐ ．

町 田 洋 ・ 新 井 房 夫 （ １ ９ ９ ２ ） 火 山 灰 ア ト ラ ス ［ 日 本 列 島 と そ の 周 辺 ］ ． 東 京 大 学 出

版会，東京，２７６ｐ．

森 脇 広 ・ 藤 山 賢 一 郎 ・ 新 井 房 夫 （ １ ９ ９ ３ ） 桜 島 ・ 薩 摩 テ フ ラ ー 層 序 と 沖 積 層 中 の 層

位 ． 日 本 第 四 紀 学 会 講 演 要 旨 集 ， ２ ３ ， ３ ４ - ３ ５ ．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 横 田 修 一 郎 （ １ ９ ９ ６ ） 鹿 児 島 沖 積 平 野 に お け る ボ ー リ ン グ ・
コア試料の加速器１４Ｃ年代．地球科学，５０，７０ - ７４．

横 田 修 一 郎 ・ 岩 松 暉 ・ 久 冨 木 み ゆ き ・ 新 屋 敷 和 明 ・ 田 中 義 人 （ １ ９ ９ １ ） 鹿 児 島 市 の

火 山 灰 質 沖 積 層 - ボ ー リ ン グ 資 料 に 基 づ く 分 析 と 性 質 - ． 日 本 応 用 地 質 学 会 平 成
３ 年 度 研 究 発 表 会 講 演 論 文 集 ， ７ ７ - ８ ０ ．

横 田 修 - 郎 ・ 岩 松 暉 ・ 田 中 義 人 ・ 永 野 由 美 子 ・ 末 吉 哲 也 （ １ ９ ９ ４ ） 鹿 児 島 市 の 沖 積

層 の 構 造 - 「 鹿 児 島 地 盤 図 」 作 成 に 向 け て ． 日 本 応 用 地 質 学 会 平 成 ６ 年 度 研 究 発 表

会講演論文集，６１-６４．
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